
(57)【要約】

【課題】混合して保存されることが望ましくない食材の

保存に適し、一方加熱調理時においては、内圧の上昇に

より隔壁を破損させて食材と食材とを混合させて調理す

ることが可能であり、さらに、加熱調理中に発生する蒸

気により包装袋が不測の破裂をしないように、包装袋内

部の内圧を減少させることができ、かつ、容易に低コス

トで製造できる包装袋を提供すること。

【解決手段】前記背シール部は、平面視で一方の端部シ

ール部の略中央から他方の端部シール部の略中央を結ぶ

ように位置し、さらに、分割シール部が、背シール部と

重ならない位置で包装袋内部を複数の収納部に分けるよ

うに、ヒートシールすることにより形成されており、前

記包装袋の背シール部を有する収納部には乾燥系食材が

封入されているとともに、背シール部を有する収納部以

外の少なくとも一つの収納部には液体系食材が封入され

ていることを特徴とする。

【選択図】　　　図１

JP 2004-331184 A 2004.11.25



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
表 面 層 が ヒ ー ト シ ー ル 性 及 び 易 剥 離 性 を 有 す る 矩 形 状 の 積 層 体 を 、 前 記 表 面 層 を 内 面 と し
合 掌 合 せ に 重 ね て 、 ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 背 シ ー ル 部 が 形 成 さ れ 、 さ ら に 、 そ の 開
口 両 端 部 を そ れ ぞ れ シ ー ル す る こ と に よ り 端 部 シ ー ル 部 が 形 成 さ れ た 包 装 袋 で あ っ て 、
前 記 背 シ ー ル 部 は 、 平 面 視 で 一 方 の 端 部 シ ー ル 部 の 略 中 央 か ら 他 方 の 端 部 シ ー ル 部 の 略 中
央 を 結 ぶ よ う に 位 置 し 、 さ ら に 、 分 割 シ ー ル 部 が 、 背 シ ー ル 部 と 重 な ら な い 位 置 で 包 装 袋
内 部 を 複 数 の 収 納 部 に 分 け る よ う に 、 ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、
前 記 包 装 袋 の 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 に は 乾 燥 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る と と も に 、 背 シ
ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 以 外 の 少 な く と も 一 つ の 収 納 部 に は 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 包 装 袋 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 以 外 の 収 納 部 が 端 に 位 置 す る と き に は 、 当 該 収 納 部 に は 液
体 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 包 装 袋 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 端 部 シ ー ル 部 は 、 ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載
の 包 装 袋 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 背 シ ー ル 部 及 び 分 割 シ ー ル 部 の 幅 は 、 前 記 端 部 シ ー ル 部 の 幅 よ り 狭 く 形 成 さ れ て い る
請 求 項 ３ に 記 載 の 包 装 袋 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 包 装 袋 は 、 収 納 部 と 分 割 シ ー ル 部 と を 合 わ せ た 形 状 を 、 略 正 方 形 と す る 請 求 項 １ ～ ４
の い ず れ か に 記 載 の 包 装 袋 。
【 請 求 項 ６ 】
端 に 位 置 す る 収 納 部 の 外 側 コ ー ナ ー 部 が 、 ヒ ー ト シ ー ル さ れ て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の 包 装
袋 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 収 納 部 は 、 ２ つ で 構 成 さ れ 、 さ ら に 、 前 記 分 割 シ ー ル 部 は 、 前 記 背 シ ー ル 部 を 有 す る
収 納 部 を 他 の 収 納 部 よ り 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、
前 記 包 装 袋 内 の 前 記 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 に は 、 乾 燥 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る と と も
に 、 他 の 収 納 部 に は 、 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 包 装
袋 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 包 装 袋 を 用 い た 調 理 方 法 で あ っ て 、
電 子 レ ン ジ 内 に 前 記 背 シ ー ル 部 を 上 側 と な る よ う に 包 装 袋 を 配 置 し 、
電 子 レ ン ジ で の 加 熱 で 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ た 収 納 部 の 内 圧 を 上 昇 さ せ 、 前 記 分 割 シ ー ル
部 を 破 損 さ せ て 開 放 す る こ と に よ り 、 液 体 系 食 材 と 乾 燥 系 食 材 と を 混 合 し 、
さ ら に 、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 を 継 続 し て 包 装 袋 の 内 圧 を 上 昇 さ せ 、 前 記 背 シ ー ル 部 を 破 損
さ せ て 開 放 す る こ と に よ り 、 包 装 袋 の 内 圧 を 減 少 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 包 装 袋 を 用 い た
調 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 包 装 袋 及 び 包 装 袋 を 用 い た 食 品 の 調 理 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 子 レ ン ジ の 普 及 に 伴 っ て 電 子 レ ン ジ で 加 熱 又 は 調 理 す る 食 材 が 多 数 出 回 っ て い る 。 電 子
レ ン ジ は 、 弁 当 や 惣 菜 等 を 単 に 温 め る だ け で な く 、 調 理 器 具 と し て も 利 用 で き る の で 、 各
種 の 調 理 済 食 材 や 半 調 理 済 食 材 も 販 売 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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し か し な が ら 、 包 装 袋 等 に 密 封 包 装 さ れ た 食 材 を 包 装 袋 の ま ま 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る 場 合
、 包 装 袋 が 密 封 状 態 で あ る と 、 食 材 か ら 発 生 す る 蒸 気 に よ り 包 装 袋 内 部 の 内 圧 が 上 昇 し 、
つ い に は 、 包 装 袋 が 破 裂 し 、 包 装 袋 に 収 納 さ れ た 食 材 が 飛 散 す る と と も に 、 電 子 レ ン ジ 内
を 汚 す と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 包 装 袋 の 破 裂 を 防 止 す る た め に 、 種 々 の 方 法 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 電 子 レ
ン ジ で 加 熱 す る 前 に 、 あ ら か じ め 包 装 袋 に 尖 っ た も の で 孔 を 空 け る な り 、 包 装 袋 の 端 部 を
は さ み 等 で 切 り 取 る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 包 装 袋 の 基 材 に 樹 脂 系 の 不 織 布 等
を 用 い た り 、 弁 構 造 の 通 気 材 を 取 り 付 け た り 、 コ ー ル ド シ ー ル 剤 を 用 い て 密 封 し た り す る
方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 、 一 面 に ポ リ プ ロ ピ レ ン と ポ リ エ チ レ ン の 混 合 樹 脂 か ら
な る フ ィ ル ム を 用 い 、 他 面 に 無 延 伸 ポ リ プ ロ ピ レ ン フ ィ ル ム を 用 い て 、 電 子 レ ン ジ で の 加
熱 時 に 包 装 袋 内 部 の 内 圧 が 所 定 の 圧 力 に 達 し た 時 に 容 易 に 開 封 す る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文
献 ３ 参 照 ） 、 ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 合 掌 貼 り さ れ た 背 シ ー ル 部 と 、 両 端 部 に 端 部 シ
ー ル 部 と を 有 す る 形 状 と し て 、 背 シ ー ル 部 が 内 圧 に よ っ て 開 封 す る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文
献 ４ 参 照 ） 等 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
さ ら に 、 包 装 袋 に 複 数 の 食 材 を 区 別 し て そ れ ぞ れ 収 納 し 、 電 子 レ ン ジ の 加 熱 に よ り 区 分 を
解 除 し て 食 材 を 混 合 し 調 理 す る も の も あ る 。 例 え ば 、 包 装 袋 に 耐 熱 性 と 耐 圧 性 と の 高 い 合
成 樹 脂 材 の 袋 内 を 、 耐 熱 性 と 耐 圧 性 と の 低 い 合 成 樹 脂 材 を 隔 壁 と し て 区 分 け し 、 各 区 画 に
各 食 材 を 収 容 し 密 封 す る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ５ 及 び 図 ５ 参 照 ） 、 袋 体 と 外 部 と の 間 に
第 １ の 弁 体 １ ５ を 形 成 す る と 共 に 、 小 袋 と 袋 体 と の 間 に 第 ２ の 弁 体 １ ６ を 形 成 す る 方 法 （
例 え ば 、 特 許 文 献 ６ 及 び 図 ６ 参 照 ） が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ７ ２ ０ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － ２ ４ ０ ７ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
実 公 平 ２ － １ ５ ７ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 １ １ － ７ ９ ２ ５ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ １ １ ６ ７ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】
特 開 平 １ １ － １ １ ５ ４ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ ～ ４ 等 で は 、 包 装 袋 に 食 材 が ま と め て 収 納 さ れ て お り 、 混 合 さ
れ て 収 納 さ れ る こ と が 好 ま し く な い 複 数 の 食 材 に は 適 用 で き ず 、 ま た 、 電 子 レ ン ジ を 用 い
て 包 装 袋 に 収 納 さ れ た 食 材 を 調 理 又 は 復 元 す る 際 に 、 自 動 的 に 複 数 の 食 材 を 混 合 し て 調 理
、 復 元 で き る と い う も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 加 熱 す る 前 に 、 い ち い ち 袋 を 切 り 取 っ た り 孔 を 空 け た り す る 方 法 は 、 結 構 手 間 な も
の で あ る と 同 時 に 、 加 熱 が 開 始 さ れ て 発 生 し た 蒸 気 は 直 ち に 包 装 袋 外 部 へ 放 出 さ れ 、 蒸 気
に よ る 加 熱 蒸 ら し 効 果 が 低 減 す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 包 装 袋 の 基 材 に 不 織 布 等 を 使 用 す る と 密 封 が で き な い と い っ た 問 題 が あ り 、 ま た 、
通 気 材 を 取 り 付 け る 方 法 は コ ス ト が 高 く な る と い っ た 問 題 が あ り 、 ま た 、 コ ー ル ド シ ー ル
剤 を 用 い る 方 法 は 完 全 に 密 封 す る こ と が 困 難 で あ る の み な ら ず 、 シ ー ル 強 度 が 弱 く 輸 送 中
等 に お い て 自 然 に シ ー ル が 剥 離 し て し ま う と い っ た 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
一 方 、 特 許 文 献 ５ で は 、 複 数 の 食 材 が 区 別 し て そ れ ぞ れ 収 納 さ れ 、 電 子 レ ン ジ の 加 熱 に よ
り 区 分 が 解 除 さ れ て 食 材 が 混 合 し 調 理 さ れ る も の で あ る が 、 加 熱 調 理 中 に 発 生 す る 蒸 気 に
よ り 、 包 装 袋 内 部 の 内 圧 を 減 少 さ せ る こ と が で き ず 破 裂 を お こ す 問 題 が あ り 、 ま た 、 特 許
文 献 ６ で は 、 弁 体 １ ５ 、 １ ６ を 形 成 す る 方 法 は コ ス ト が 高 く な る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 食 材 と 食 材 と が 隔 壁 に よ り 区 分 し て 密 封 さ れ て い る こ と で 、 混
合 し て 保 存 さ れ る こ と が 望 ま し く な い 食 材 の 保 存 に 適 し 、 一 方 加 熱 調 理 時 に お い て は 、 内
圧 の 上 昇 に よ り 隔 壁 を 破 損 さ せ て 食 材 と 食 材 と を 混 合 さ せ て 調 理 す る こ と が 可 能 で あ り 、
さ ら に 、 加 熱 調 理 中 に 発 生 す る 蒸 気 に よ り 包 装 袋 が 不 測 の 破 裂 を し な い よ う に 、 包 装 袋 内
部 の 内 圧 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 か つ 、 容 易 に 低 コ ス ト で 製 造 で き る 包 装 袋 を 提 供 す る
こ と に あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 作 用 機 序 に よ っ て 、 例 え ば 凍 結 乾 燥 し て 長 期
保 存 を 可 能 と し た 野 菜 等 を 、 そ の ま ま 電 子 レ ン ジ に か け る だ け で 復 元 調 理 す る こ と が で き
る 包 装 袋 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 表 面 層 が ヒ ー ト シ ー ル 性 及 び 易 剥 離 性 を 有 す る 矩 形 状 の 積 層 体 を 、
前 記 表 面 層 を 内 面 と し 合 掌 合 せ に 重 ね て 、 ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 背 シ ー ル 部 が 形 成
さ れ 、 さ ら に 、 そ の 開 口 両 端 部 を そ れ ぞ れ シ ー ル す る こ と に よ り 端 部 シ ー ル 部 が 形 成 さ れ
た 包 装 袋 で あ っ て 、 前 記 背 シ ー ル 部 は 、 平 面 視 で 一 方 の 端 部 シ ー ル 部 の 略 中 央 か ら 他 方 の
端 部 シ ー ル 部 の 略 中 央 を 結 ぶ よ う に 位 置 し 、 さ ら に 、 分 割 シ ー ル 部 が 、 背 シ ー ル 部 と 重 な
ら な い 位 置 で 包 装 袋 内 部 を 複 数 の 収 納 部 に 分 け る よ う に 、 ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 形
成 さ れ て お り 、 前 記 包 装 袋 の 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 に は 乾 燥 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る
と と も に 、 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 以 外 の 少 な く と も 一 つ の 収 納 部 に は 液 体 系 食 材 が 封
入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 乾 燥 系 食 材 と 液 体 系 食 材 と が 別 々 に 密 封 状 態 で 保 存 で き る の で 、 混 合 し
て 保 存 す る こ と が 困 難 な 両 食 材 が 保 存 で き 、 ま た 、 例 え ば 野 菜 の よ う な 水 分 を 含 む 食 品 を
、 凍 結 乾 燥 野 菜 と 水 と に 分 け る こ と で 保 存 す る こ と も で き る 。 そ し て 、 電 子 レ ン ジ で の 加
熱 の 過 程 で 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ る 内 圧 の 上 昇 に よ っ て 、 分 割 シ ー ル 部 を 破 損
さ せ て 食 材 を 混 合 さ せ る の で 、 食 材 を 混 合 す る 手 間 な し に 加 熱 調 理 や 乾 燥 系 食 材 の 復 元 を
行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 混 合 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ っ て 背 シ ー ル 部 が 破 損 し 、 包
装 袋 の 内 圧 を 減 少 さ せ る こ と が で き る の で 、 包 装 袋 の 不 測 の 破 裂 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の と き 、 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 以 外 の 収 納 部 に 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ 、 分 割 シ ー ル
部 を 背 シ ー ル 部 と 重 な ら な い （ 背 シ ー ル 部 が 分 割 シ ー ル 部 上 に な い ） 位 置 に 形 成 し て い る
の で 、 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ っ て 内 圧 が 上 昇 す る と 、 ま ず 始 め に 必 ず 分 割 シ ー
ル 部 が 破 損 し 、 液 体 系 食 材 と 乾 燥 系 食 材 が 混 合 さ れ る 。 ま た 液 体 系 食 材 と 乾 燥 系 食 材 が 混
合 さ れ た 後 は 、 背 シ ー ル 部 が 平 面 視 で 包 装 袋 の 略 中 央 に 形 成 さ れ て い る の で 、 包 装 袋 に 異
常 な 変 形 等 を 起 こ さ ず に 、 内 容 物 が こ ぼ れ る こ と な く 、 略 中 央 の 背 シ ー ル 部 か ら 蒸 気 を 逃
が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 以 外 の 収 納 部 が 端 に 位 置 す る と き に は 、
当 該 収 納 部 に は 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
包 装 袋 の 内 部 の 蒸 気 を 逃 が す 背 シ ー ル 部 が 平 面 視 で 包 装 袋 の 略 中 央 に 形 成 さ れ て い る の で
、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 の 過 程 で 端 の 収 納 部 に 位 置 す る 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ り
分 割 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ て い き 、 そ の 結 果 、 確 実 に 全 て の 食 材 を 混 合 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
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ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 端 部 シ ー ル 部 は 、 ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 背 シ ー ル 部 と 分 割 シ ー ル 部 は 積 層 体 を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と の み
で 作 製 さ れ 、 さ ら に 端 部 シ ー ル 部 も ヒ ー ト シ ー ル と す る こ と で 作 製 で き る の で 、 全 て の シ
ー ル 部 を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と の み で 作 製 す る こ と が で き 、 容 易 に 低 コ ス ト で 製 造 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 各 シ ー ル 部 を ヒ ー ト シ ー ル し て 作 製 し た 場 合 、 前 記 背 シ ー ル 部 及 び 分 割
シ ー ル 部 の 幅 は 、 前 記 端 部 シ ー ル 部 の 幅 よ り 狭 く 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に す る こ と で 、 端 部 シ ー ル 部 の 接 着 強 度 を 背 シ ー ル 部 及 び 分 割 シ ー ル 部 の 接 着 強
度 よ り 強 く す る こ と が で き る の で 、 端 部 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ る こ と な く 、 背 シ ー ル 部 及 び
分 割 シ ー ル 部 を 確 実 に 破 損 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 包 装 袋 は 、 収 納 部 と 分 割 シ ー ル 部 と を 合 わ せ た 形 状 を 、 略 正 方 形 と
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
電 子 レ ン ジ で の 調 理 の 過 程 で 全 て の 分 割 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ 、 そ の 結 果 、 包 装 袋 の 内 部 を
略 正 方 形 と す る と と も に 、 包 装 袋 内 の 蒸 気 に よ る 内 圧 で 包 装 袋 の 下 面 を 略 半 球 面 状 に 膨 張
さ せ る こ と が で き る の で 、 全 て の 食 材 を 中 央 付 近 で 均 一 に 混 合 さ せ る こ と が 容 易 に な る 。
特 に 、 凍 結 乾 燥 野 菜 等 （ 乾 燥 系 食 材 ） の 復 元 時 の よ う に 、 復 元 に 必 要 と す る 水 （ 液 体 系 食
材 ） の 量 が 少 な く て よ い 場 合 に は 、 こ の よ う に 包 装 袋 の 中 央 付 近 に 食 材 を 集 中 さ せ る こ と
に よ っ て 、 少 量 の 水 で 乾 燥 野 菜 等 を 均 一 に 復 元 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 端 に 位 置 す る 収 納 部 の 外 側 コ ー ナ ー 部 が 、 ヒ ー ト シ ー ル さ れ て い る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
電 子 レ ン ジ で の 加 熱 の 過 程 で 全 て の 分 割 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ 、 そ の 結 果 、 包 装 袋 の 内 部 を
コ ー ナ ー 部 に 食 材 が た ま り に く い 形 状 と す る の で 、 確 実 に 全 て の 食 材 を 混 合 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 前 記 収 納 部 は 、 ２ つ で 構 成 さ れ 、 さ ら に 、 前 記 分 割 シ ー ル 部 は 、 前 記 背 シ ー ル 部 を
有 す る 収 納 部 を 他 の 収 納 部 よ り 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 包 装 袋 内 の 前 記 背
シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 に は 、 乾 燥 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る と と も に 、 他 の 収 納 部 に は 、
液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 包 装 袋 に お い て 、 凍 結 乾 燥 野 菜 等 の 乾 燥 系 食 材 を 復 元 さ せ る 場 合 に は 、 電 子 レ ン
ジ で 沸 騰 し た 他 の 収 納 部 の 水 （ 液 体 系 食 材 ） を 乾 燥 系 食 材 に 吸 着 さ せ る が 、 こ の 場 合 、 復
元 に 使 用 し た 水 を 後 工 程 で 水 切 り し な く て も よ い よ う に 余 ら ず に 吸 着 さ せ る よ う に す る た
め に は 、 水 の 量 は 乾 燥 系 食 材 に 比 べ て 少 量 で 良 く 、 本 発 明 の 包 装 袋 を こ の よ う に ２ つ の 収
納 部 を 有 す る 構 成 と す る こ と で 、 各 食 材 の 量 を 適 切 な 量 と し て 封 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 上 述 し た 包 装 袋 を 用 い て 、 電 子 レ ン ジ 内 に 背 シ ー ル 部 を 上 側 と な る よ う に 包 装 袋
を 配 置 し 、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 で 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ た 収 納 部 の 内 圧 を 上 昇 さ せ 、 前 記
分 割 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ て 開 放 す る こ と に よ り 、 液 体 系 食 材 と 乾 燥 系 食 材 と を 混 合 し 、 さ
ら に 、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 を 継 続 し て 包 装 袋 の 内 圧 を 上 昇 さ せ 、 前 記 背 シ ー ル 部 を 破 損 さ
せ て 開 放 す る こ と に よ り 、 包 装 袋 の 内 圧 を 減 少 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 包 装 袋
の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
包 装 袋 １ ０ は 、 外 面 層 ６ ａ 、 中 間 層 ６ ｂ 及 び 、 易 剥 離 性 を 有 し か つ ヒ ー ト シ ー ル 性 を 有 す
る 樹 脂 層 ６ ｃ を 有 す る 積 層 体 ６ を 、 樹 脂 層 ６ ｃ を 内 面 に し て 折 り 重 ね ら れ て い る と と も に
、 背 シ ー ル 部 １ 、 端 部 シ ー ル 部 ２ 及 び 分 割 シ ー ル 部 ３ を ヒ ー ト シ ー ル さ れ る こ と に よ り 、
収 納 部 ４ 及 び 収 納 部 ５ を 形 成 し て い る 。 こ こ で 、 易 剥 離 性 と は 、 ヒ ー ト シ ー ル さ れ る こ と
に よ っ て 通 常 は 接 着 し た 状 態 を 維 持 し て い る が 、 あ る 程 度 以 上 の 力 に よ っ て 剥 離 さ せ る こ
と の で き る 状 態 で 、 本 発 明 の 場 合 、 包 装 袋 内 の 蒸 気 に よ る 内 圧 の 上 昇 に よ っ て 接 着 部 が 剥
離 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の と き 、 背 シ ー ル 部 １ 及 び 分 割 シ ー ル 部 ３ の 幅 ａ は 、 端 部 シ ー ル 部 ２ の 幅 ｂ よ り 狭 く 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
す な わ ち 、 図 １ に お い て 、 長 方 形 の 包 装 袋 １ ０ は 、 上 下 で 平 行 に 幅 の 広 い ２ 本 の 端 部 シ ー
ル 部 ２ を 形 成 さ せ て い る と と も に 、 端 部 シ ー ル 部 ２ の 中 央 付 近 同 士 を 結 ん で 幅 の 狭 い 背 シ
ー ル 部 １ を 縦 方 向 に 形 成 さ せ て い る こ と に よ り 、 包 装 袋 の 内 部 と 包 装 袋 の 外 部 と を 仕 切 っ
て い る 。 さ ら に 、 幅 の 狭 い 分 割 シ ー ル 部 ３ を 縦 方 向 に 形 成 さ せ て い る こ と に よ り 、 収 納 部
４ と 収 納 部 ５ と を 仕 切 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 背 シ ー ル 部 １ と 分 割 シ ー ル 部 ３ と は 重 な ら な い （ 背 シ ー ル 部 が 分 割 シ ー ル 部 上 に な
い ） 位 置 で 形 成 さ れ て い る と と も に 、 背 シ ー ル 部 １ は 、 平 面 視 中 央 で 縦 方 向 に 形 成 さ れ て
い る 。 そ し て 、 収 納 部 ４ 、 収 納 部 ５ は 、 そ れ ぞ れ 分 割 シ ー ル 部 ３ 側 を 長 辺 と す る 長 方 形 で
あ り 、 こ れ ら と 分 割 シ ー ル 部 ３ を 合 わ せ た 形 状 は 、 正 方 形 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 ４ に は 、 乾 燥 系 食 材 が 封 入 さ れ 、 一 方 、 収 納 部 ５ に は 、
液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
包 装 袋 １ ０ に よ れ ば 、 乾 燥 系 食 材 と 液 体 系 食 材 と が 別 々 に 密 封 状 態 で 保 存 で き る の で 、 混
合 し て 保 存 す る こ と が 困 難 な 両 食 材 が 保 存 で き 、 ま た 、 例 え ば 野 菜 の よ う な 水 分 を 含 む 食
品 を 、 凍 結 乾 燥 等 に よ っ て 乾 燥 さ せ 、 乾 燥 野 菜 と 水 と に 分 け て 保 存 す る こ と も で き る 。 そ
し て 、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 の 過 程 で 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ る 内 圧 の 上 昇 に よ っ
て 、 分 割 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ て 食 材 を 混 合 さ せ る の で 、 食 材 を 混 合 す る 手 間 な し に 加 熱 調
理 や 乾 燥 系 食 材 の 復 元 を 行 う こ と が で き る 。 こ の 時 、 本 発 明 の 構 成 と 異 な っ て 、 収 納 部 ４
に 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ 、 収 納 部 ５ に 乾 燥 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る と 、 電 子 レ ン ジ で の 加
熱 時 に 背 シ ー ル 部 が 先 に 破 損 す る 場 合 が 考 え ら れ 、 そ の 場 合 、 本 発 明 の 目 的 、 効 果 は 達 せ
ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
分 割 シ ー ル 部 ３ が 破 損 し て 食 材 が 混 合 さ れ た 後 、 さ ら に 、 混 合 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ
る 内 圧 の 上 昇 に よ っ て 、 分 割 シ ー ル 部 ３ は 両 端 の 端 部 シ ー ル 部 ２ に 至 る 全 区 域 で 剥 離 し て
、 混 合 食 材 の 収 納 部 は 正 方 形 と な る 。 そ し て 、 さ ら に 混 合 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ る 内
圧 の 上 昇 に よ っ て 、 正 方 形 の 収 納 部 は 球 面 状 に 膨 れ 上 が り 、 最 後 に 背 シ ー ル 部 ３ が 破 損 す
る 。 こ れ に よ っ て 、 包 装 袋 の 内 圧 を 減 少 さ せ る こ と が で き る の で 、 包 装 袋 １ ０ の 不 測 の 破
裂 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の と き 、 端 部 シ ー ル 部 ２ の 幅 ｂ を 背 シ ー ル 部 １ 及 び 分 割 シ ー ル 部 ３ の 幅 ａ よ り 広 く し て
い る の で 、 端 部 シ ー ル 部 ２ を 破 損 さ せ る こ と な く 、 背 シ ー ル 部 １ 及 び 分 割 シ ー ル 部 ３ を 確
実 に 破 損 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 分 割 シ ー ル 部 ３ を 背 シ ー ル 部 １ と 重 な ら な い 位 置 に 形 成 し て い る の で 、 収 納 部 ４ の
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内 圧 の 上 昇 に よ っ て 、 分 割 シ ー ル 部 ３ の み を ま ず 始 め に 確 実 に 破 損 さ せ る こ と が で き 、 さ
ら に 、 背 シ ー ル 部 １ を 包 装 袋 の 平 面 視 中 央 に 形 成 し て い る の で 、 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た
蒸 気 に よ っ て 、 包 装 袋 １ ０ が 背 シ ー ル 部 １ を 中 央 と し て 左 右 均 等 に 膨 張 し て 内 部 の 食 材 を
中 央 部 で う ま く 混 合 で き 、 ま た 中 央 か ら 蒸 気 を 逃 が す こ と が で き 、 混 合 食 材 を 充 分 に 蒸 ら
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 の 過 程 で 分 割 シ ー ル 部 ３ を 破 損 さ せ 、 そ の 結 果 、 包 装 袋 １ ０ の
内 部 を 正 方 形 と す る と と も に 、 包 装 袋 内 の 蒸 気 に よ る 内 圧 で 包 装 袋 下 面 を 略 半 球 面 状 に 膨
張 さ せ る こ と が で き る の で 、 全 て の 食 材 を 中 央 付 近 で 均 一 に 混 合 さ せ る こ と が 容 易 に な る
。 特 に 、 乾 燥 野 菜 等 の 復 元 時 の よ う に 、 復 元 に 必 要 と す る 水 の 量 が 少 な く て 良 い 場 合 に は
、 こ の よ う な 構 成 と す る こ と で 、 食 材 を 中 央 に 集 中 さ せ る と に よ っ て 少 量 の 水 で 確 実 に か
つ 均 一 に 復 元 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 積 層 体 ６ を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と の み で 各 シ ー ル 部 を シ ー ル し て 包 装 袋 １ ０ を 作 製
し て い る の で 、 容 易 に 低 コ ス ト で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の 包 装 袋 の 実 施 形 態 の 他 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
包 装 袋 ２ ０ は 、 易 剥 離 性 を 有 し か つ ヒ ー ト シ ー ル 性 を 有 す る 樹 脂 層 を 有 す る 積 層 体 ２ ６ を
、 樹 脂 層 を 内 面 に し て 折 り 重 ね ら れ て い る と と も に 、 背 シ ー ル 部 ２ １ 、 端 部 シ ー ル 部 ２ ２
、 分 割 シ ー ル 部 ２ ３ 及 び 外 側 コ ー ナ ー 部 ２ ８ を ヒ ー ト シ ー ル さ れ る こ と に よ り 、 収 納 部 ２
４ 、 収 納 部 ２ ５ 及 び 収 納 部 ２ ７ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
す な わ ち 、 長 方 形 の 包 装 袋 ２ ０ は 、 上 下 で 平 行 に ２ 本 の 端 部 シ ー ル 部 ２ ２ を 形 成 さ せ て い
る と と も に 、 背 シ ー ル 部 ２ １ を 端 部 シ ー ル 部 ２ ２ の 中 央 付 近 同 士 を 結 ん で 縦 方 向 に 形 成 さ
せ て い る こ と に よ り 、 包 装 袋 の 内 部 と 包 装 袋 の 外 部 と を 仕 切 っ て い る 。 さ ら に 、 ２ 本 の 分
割 シ ー ル 部 ２ ３ を 背 シ ー ル 部 ２ １ と 平 行 し て 縦 方 向 に 形 成 さ せ て い る こ と に よ り 、 収 納 部
２ ４ と 、 収 納 部 ２ ５ と 、 収 納 部 ２ ７ と を 仕 切 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の と き 、 背 シ ー ル 部 ２ １ と ２ 本 の 分 割 シ ー ル 部 ２ ３ と は 重 な ら な い 位 置 で 形 成 さ れ て い
る と と も に 、 背 シ ー ル 部 ２ １ は 、 平 面 視 中 央 で 縦 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 収 納 部
２ ５ 及 び 収 納 部 ２ ７ の 外 側 コ ー ナ ー 部 ２ ８ は 、 三 角 形 状 に ヒ ー ト シ ー ル さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 背 シ ー ル 部 ２ １ を 有 す る 収 納 部 ２ ４ に は 、 乾 燥 系 食 材 が 封 入 さ れ 、 一 方 、 端 に 位 置
す る 収 納 部 ２ ５ 及 び 収 納 部 ２ ７ に は 、 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ て い る 。 収 納 部 ２ ５ 及 び 収 納
部 ２ ７ に 収 納 さ れ て い る 液 体 系 食 材 と し て は 、 混 合 し て し ま う と 継 時 的 に 変 質 す る よ う な
液 体 系 食 材 、 例 え ば 一 方 に ア ル カ リ 性 の 液 体 食 材 、 他 方 に 酸 性 の 液 体 食 材 が 封 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
包 装 袋 ２ ０ に よ れ ば 、 ３ 種 類 の 食 材 が 別 々 に 密 封 状 態 で 保 存 さ れ る と と も に 、 電 子 レ ン ジ
で の 加 熱 の 過 程 で 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ る 内 圧 の 上 昇 に よ り 分 割 シ ー ル 部 ２ ３
を 破 損 さ せ 、 別 々 に 保 存 さ れ た 全 て の 食 材 を 混 合 さ せ て 調 理 で き る の で 、 食 材 を 美 味 し く
調 理 又 は 復 元 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 混 合 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ り 背 シ ー ル 部 ２ １
を 破 損 さ せ 、 包 装 袋 ２ ０ の 内 圧 を 減 少 さ せ る の で 、 不 測 の 破 裂 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の と き 、 包 装 袋 ２ ０ の 内 部 の 蒸 気 を 逃 が す 背 シ ー ル 部 ２ １ は 中 央 に 形 成 さ れ て い る の で
、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 の 過 程 で 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ る 内 圧 の 上 昇 に よ り 分 割
シ ー ル 部 ２ ３ を 破 損 さ せ て い き 、 そ の 結 果 、 確 実 に 全 て の 食 材 を 混 合 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
さ ら に 、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 の 過 程 で 全 て の 分 割 シ ー ル 部 ２ ３ を 破 損 さ せ 、 そ の 結 果 、 包
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装 袋 ２ ０ の 内 部 を コ ー ナ ー 部 に 食 材 が た ま ら な い 形 状 と す る の で 、 確 実 に 全 て の 食 材 を 混
合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 積 層 体 ２ ６ を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と の み で 包 装 袋 ２ ０ を 作 製 し て い る の で 、 容 易 に
低 コ ス ト で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 発 明 の 包 装 袋 に お い て 、 上 記 収 納 部 の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 分 割 シ ー ル
部 が 背 シ ー ル 部 と 重 な ら な い 構 造 で あ れ ば 、 例 え ば 、 三 角 形 等 で も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 発 明 の 包 装 袋 に お い て 、 背 シ ー ル 部 及 び ／ 又 は 分 割 シ ー ル 部 の 幅 の 、 端 部 シ ー ル 部 の 幅
に 対 す る 比 は 、 端 部 シ ー ル 部 が 背 シ ー ル 部 及 び 分 割 シ ー ル 部 と 同 じ ヒ ー ト シ ー ル に よ る も
の で あ る 場 合 、 ２ ／ ３ ～ １ ／ ４ 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 端 部 シ ー ル 部 に お い て
は 、 不 測 の 剥 離 を 起 こ さ な い よ う に す る た め に 、 例 え ば 接 着 剤 等 を 用 い て 完 全 に 接 着 さ せ
て し ま う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の よ う に す る と 、 端 部 シ ー ル 部 の 接 着 強 度 を 背 シ ー ル 部 及 び 分 割 シ ー ル 部 の 接 着 強 度 よ
り 強 く す る の で 、 端 部 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ る こ と な く 、 背 シ ー ル 部 及 び 分 割 シ ー ル 部 を 確
実 に 破 損 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 上 記 背 シ ー ル 部 及 び ／ 又 は 分 割 シ ー ル 部 の 長 さ は 、 上 記 端 部 シ ー ル 部 の 長 さ に 対 し
て 、 ほ ぼ 同 じ か ら 長 く 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 端 部 シ ー ル 部 が 背 シ ー ル 部
及 び ／ 又 は 分 割 シ ー ル 部 よ り 短 い と 、 端 部 シ ー ル 部 の 接 着 強 度 を 相 対 的 に 強 く で き る の で
、 端 部 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ る こ と な く 、 背 シ ー ル 部 及 び 分 割 シ ー ル 部 を 確 実 に 破 損 さ せ る
こ と が で き る 。 特 に 、 液 体 系 食 材 の 収 納 さ れ る 収 納 部 は 、 分 割 シ ー ル 部 側 を 長 辺 と し 、 端
部 シ ー ル 部 側 を 短 辺 と す る 長 方 形 と す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 造 と す る こ と で 、
液 体 系 食 材 の 収 納 部 に お い て 長 辺 側 の 分 割 シ ー ル 部 の 中 央 付 近 か ら 最 初 に 破 損 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
な お 、 上 記 背 シ ー ル 部 及 び ／ 又 は 分 割 シ ー ル 部 は 、 破 損 さ れ や す い よ う に 、 切 込 と な る 一
部 に 幅 の 狭 い 部 分 等 を 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 発 明 の 端 に 位 置 す る 収 納 部 の 外 側 コ ー ナ ー 部 の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
例 え ば 、 三 角 形 、 ４ 分 の １ の 円 弧 状 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ の よ う に す る と 、 包 装 袋 の 内 部 を コ ー ナ ー 部 に 食 材 が た ま ら な い 形 状 と す る の で 、 全 て
の 食 材 を 中 央 付 近 で 混 合 さ せ る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
次 に 、 本 発 明 の 包 装 袋 に 用 い ら れ る 材 料 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
本 発 明 の 包 装 袋 の 内 面 に 位 置 す る 樹 脂 層 と し て は 、 食 材 と 接 触 す る 面 に 配 さ れ る も の で あ
る か ら 、 当 然 の こ と な が ら 、 安 全 性 の 高 い フ ィ ル ム に 限 ら れ 、 例 え ば 、 汎 用 ポ リ オ レ フ ィ
ン 及 び 特 殊 ポ リ オ レ フ ィ ン の フ ィ ル ム 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 低 密 度 ポ リ
エ チ レ ン 、 中 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 無 延 伸 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 直 鎖 状 低
密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 超 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 エ チ レ ン －
ア ク リ ル 酸 共 重 合 体 、 エ チ レ ン － メ タ ク リ ル 酸 共 重 合 体 、 エ チ レ ン － エ チ ル ア ク リ レ ー ト
共 重 合 体 、 エ チ レ ン － メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 共 重 合 体 、 エ チ レ ン － ア ク リ ル 酸 メ チ ル 共 重
合 体 、 ア イ オ ノ マ ー 等 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 か ら 構 成 さ れ る フ ィ ル ム で あ る 。 ヒ
ー ト シ ー ル 性 を 有 し 、 か つ 易 剥 離 性 を 有 す る 上 記 素 材 で あ れ ば 、 本 発 明 の 材 料 と し て 適 宜
使 用 可 能 で あ る が 、 易 剥 離 性 を 保 持 さ せ る た め の 接 着 強 度 の 調 整 手 段 と し て 、 樹 脂 層 中 に
オ レ フ ィ ン 系 共 重 合 体 ゴ ム 等 を 添 加 し て も よ い 。 上 記 オ レ フ ィ ン 系 共 重 合 体 ゴ ム と し て は
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、 例 え ば 、 エ チ レ ン 、 プ ロ ピ レ ン 、 ブ テ ン ー １ 、 ヘ キ セ ン ー １ 、 ４ ー メ チ ル ペ ン テ ン ー １
等 の モ ノ オ レ フ ィ ン の う ち の ２ 種 、 又 は 、 ３ 種 以 上 の モ ノ オ レ フ ィ ン 共 重 合 体 ゴ ム 、 並 び
に 、 上 記 モ ノ オ レ フ ィ ン の ２ 種 と ジ シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ン 、 １ 、 ４ ー ヘ キ サ ジ エ ン 、 シ ク ロ
オ ク タ ジ エ ン 、 メ チ レ ン ノ ル ボ ル ネ ン 、 エ チ リ デ ン ノ ル ボ ル ネ ン 等 の 非 共 役 ジ オ レ フ ィ ン
、 又 は 、 ブ タ ジ エ ン 、 イ ソ プ レ ン 等 の 共 役 ジ オ レ フ ィ ン と の 共 重 合 体 ゴ ム 等 を 挙 げ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
上 記 樹 脂 層 の 厚 さ は 、 使 用 し た 材 料 の 種 類 に よ っ て 一 概 に 規 定 さ れ な い が 、 １ ５ ～ １ ３ ０
μ ｍ 、 好 ま し く は ２ ０ ～ ７ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
次 に 本 発 明 の 包 装 袋 の 外 面 に 位 置 す る 樹 脂 層 （ 外 面 層 ） と し て は 、 一 般 に 電 子 レ ン ジ で 加
熱 調 理 さ れ る 包 装 袋 と し て 使 用 さ れ て い る も の な ら ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 延 伸
ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 シ リ カ 蒸 着 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト フ ィ ル ム 、 ア ル ミ
ナ 蒸 着 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト フ ィ ル ム 、 延 伸 ナ イ ロ ン フ ィ ル ム 、 シ リ カ 蒸 着 延 伸 ナ
イ ロ ン フ ィ ル ム 、 ア ル ミ ナ 蒸 着 延 伸 ナ イ ロ ン フ ィ ル ム 、 延 伸 ポ リ プ ロ ピ レ ン フ ィ ル ム 、 ポ
リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル コ ー ト 延 伸 ポ リ プ ロ ピ レ ン フ ィ ル ム 、 ナ イ ロ ン ６ ／ メ タ キ シ レ ン ジ ア
ミ ン ナ イ ロ ン ６ 共 押 共 延 伸 フ ィ ル ム 又 は ポ リ プ ロ ピ レ ン ／ エ チ レ ン ー ビ ニ ル ア ル コ ー ル 共
重 合 体 共 押 共 延 伸 フ ィ ル ム 等 の い ず れ か を 使 用 で き る 。 こ れ ら の 融 点 は 通 常 １ ５ ０ ℃ 以 上
の も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
上 記 外 面 層 の 厚 み は 、 使 用 し た 材 料 の 種 類 に よ っ て 一 概 に 規 定 さ れ な い が 、 １ ０ ～ ５ ０ μ
ｍ 、 好 ま し く は １ ０ ～ ３ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 包 装 袋 の 中 間 層 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ナ イ ロ ン 等 の
耐 熱 性 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 上 記 樹 脂
層 と 上 記 外 面 層 の 間 に 、 中 間 層 を 設 け な く て も よ く 、 複 数 の 中 間 層 を 設 け て も よ く 、 中 間
層 は 通 常 樹 脂 層 と 外 面 層 だ け で は 包 装 袋 と し て の 機 能 を 充 分 に 果 た す こ と が で き な い 場 合
等 に 設 け ら れ る 。 例 え ば 、 中 間 層 を 設 け る こ と に よ り 、 気 体 遮 断 性 、 機 械 的 強 靱 性 、 耐 屈
曲 性 、 耐 突 き 刺 し 性 、 耐 衝 撃 性 、 耐 磨 耗 性 、 耐 寒 性 、 耐 熱 性 、 耐 薬 品 性 等 で あ り 、 包 装 袋
と し て 要 求 さ れ る こ れ ら の 最 終 的 な 機 能 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
次 に 本 発 明 の 包 装 袋 に 封 入 さ れ る 食 材 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 包 装 袋 に 封 入 さ れ る 乾
燥 系 食 材 と し て は 、 凍 結 乾 燥 、 熱 風 乾 燥 等 に よ っ て 乾 燥 さ せ た キ ャ ベ ツ 、 ね ぎ 、 ほ う れ ん
草 等 の 野 菜 類 の 他 、 豚 肉 、 チ ャ ー シ ュ ー 等 の 肉 類 や か ま ぼ こ 等 加 工 食 品 、 乾 燥 粉 末 化 さ せ
た 葛 、 と ろ ろ 芋 粉 、 味 噌 等 の 乾 燥 さ せ る こ と で 長 期 間 保 存 で き る 食 品 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 液 体 系 食 材 と し て は 、 乾 燥 系 食 材 を 本 発 明 の 包 装 袋 を 用 い て 電 子 レ ン ジ で 熱 湯 復 元
さ せ る だ け で あ れ ば 、 滅 菌 水 や ｐ Ｈ を 低 く し た 調 理 水 、 ま た 、 味 付 け 調 理 等 を 行 う 場 合 は
、 タ レ 、 つ ゆ 、 ソ ー ス 等 の 他 、 レ ト ル ト 処 理 等 に よ っ て 長 期 保 存 性 を 付 与 し た 味 噌 や 各 種
レ ト ル ト 具 材 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
本 発 明 の 包 装 袋 は 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る 製 造 方 法 及 び 製 造 装 置 の い ず れ を も 採 用 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 ヒ ー ト シ ー ル を 行 う 方 法 も 公 知 の 方 法 を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ こ
で 、 包 装 袋 １ ０ の 製 造 方 法 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ １ ） 外 面 層 ６ ａ 、 中 間 層 ６ ｂ 及 び 易 剥 離 性 を 有 し か つ ヒ ー ト シ ー ル 性 を 有 す る 樹 脂 層 ６
ｃ を 有 す る 積 層 体 ６ を 、 対 向 す る 両 端 部 の 樹 脂 層 ６ ｃ を 合 わ せ て ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に
よ り 、 合 掌 貼 り さ れ た 背 シ ー ル 部 １ を 有 す る 筒 状 体 と す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
（ ２ ） 背 シ ー ル 部 １ を 略 中 央 に 移 動 さ せ て 、 対 向 す る 樹 脂 層 ６ ｃ を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と

10

20

30

40

50

(9) JP 2004-331184 A 2004.11.25



に よ り 、 分 割 シ ー ル 部 ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ ３ ） 両 端 の 開 口 部 の 一 方 を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 、 端 部 シ ー ル 部 を 形 成 し 、 各 収
納 部 に 乾 燥 系 食 材 及 び 液 体 系 食 材 を 封 入 し た 後 、 開 口 部 の 他 端 を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に
よ り 、 端 部 シ ー ル 部 を 形 成 し 、 包 装 袋 １ ０ と な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
こ の よ う に 、 包 装 袋 １ ０ は 、 積 層 体 を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と の み で 作 製 し て い る の で 、 容
易 に 低 コ ス ト で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
次 に 、 本 発 明 の 包 装 袋 を 用 い た 加 熱 調 理 ・ 復 元 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 、 図 ２ 、 ４ を
参 照 し つ つ 、 包 装 袋 １ ０ を 用 い た 加 熱 調 理 ・ 復 元 方 法 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 た だ し 、
図 ４ で は 、 積 層 体 ６ を １ 層 と し て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ １ ） 電 子 レ ン ジ 内 に 背 シ ー ル 部 を 上 側 と な る よ う に 包 装 袋 １ ０ を 配 置 し 、 加 熱 を 開 始 す
る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
（ ２ ） 加 熱 が 開 始 さ れ る と 、 収 納 部 ５ に 収 納 さ れ た 液 体 系 食 材 は 、 加 熱 さ れ る に し た が っ
て 蒸 気 を 発 生 さ せ 、 内 圧 が 上 昇 し 、 収 納 部 ５ が 膨 ら む 。 内 圧 の 上 昇 に よ り 、 分 割 シ ー ル 部
３ の 接 着 強 度 が 限 界 を 超 え て 、 分 割 シ ー ル 部 ３ が 破 損 し て 開 放 さ れ る 。 こ の と き 、 分 割 シ
ー ル 部 ３ は 、 背 シ ー ル 部 １ と 重 な ら な い 位 置 に 形 成 し て い る と と も に 、 端 部 シ ー ル 部 ２ よ
り 接 着 力 が 弱 い の で 、 分 割 シ ー ル 部 ３ の み が 破 損 す る （ 図 ４ （ ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ ３ ） 分 割 シ ー ル 部 ３ が 破 損 し て 開 放 さ れ る と 、 液 体 系 食 材 が 、 乾 燥 系 食 材 に 添 加 さ れ 、
混 合 調 理 が 行 わ れ る 。 こ の と き 、 混 合 食 材 か ら の 蒸 気 に よ っ て さ ら に 内 圧 が 上 昇 す る と 、
分 割 シ ー ル 部 ３ は 全 域 で 剥 離 す る 。 そ し て 、 包 装 袋 １ ０ の 内 部 を 正 方 形 と し て い る た め に
、 下 面 が 略 半 球 面 状 に 膨 れ る の で 、 全 て の 食 材 を 中 央 付 近 に 集 め て 均 一 に 混 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ ４ ） 電 子 レ ン ジ の 加 熱 が さ ら に 継 続 さ れ る と 、 乾 燥 系 食 材 は 、 添 加 さ れ た 液 体 系 食 材 と
と も に 、 加 熱 調 理 又 は 復 元 さ れ 、 さ ら に 場 合 に よ っ て は 蒸 ら し 調 理 が 行 わ れ る （ 図 ４ （ ｂ
） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ ５ ） 発 生 す る 蒸 気 に よ っ て 包 装 袋 １ ０ の 内 圧 が 所 定 以 上 に な る と 、 背 シ ー ル 部 １ が 破 損
し て 開 放 さ れ 、 蒸 気 を 逃 が し 、 内 圧 が 減 少 す る 。 こ の と き 、 背 シ ー ル 部 １ は 、 端 部 シ ー ル
部 ２ よ り 接 着 力 が 弱 い の で 、 背 シ ー ル 部 １ の み が 破 損 す る 。 さ ら に 、 背 シ ー ル 部 １ を 包 装
袋 １ ０ の 中 央 に 形 成 し て い る の で 、 包 装 袋 １ ０ が 予 想 外 の 変 形 を し て 中 身 が こ ぼ れ た り す
る こ と な く 、 中 央 か ら 蒸 気 を 逃 が す こ と が で き る （ 図 ４ （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ ６ ） 調 理 又 は 復 元 終 了 後 、 包 装 袋 １ ０ を 開 封 し て 、 混 合 食 材 を 取 り 出 し 、 食 す こ と が で
き る 。 こ の と き 、 乾 燥 系 食 材 と 液 体 系 食 材 と が 別 々 に 密 封 状 態 で 保 存 さ れ る と と も に 、 電
子 レ ン ジ で の 加 熱 の 過 程 で 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に よ り 分 割 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ 、
食 材 を 混 合 さ せ る の で 、 自 動 的 に 調 理 や 乾 燥 食 品 の 復 元 が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
上 記 分 割 シ ー ル 部 及 び ／ 又 は 背 シ ー ル 部 が 破 損 す る ま で の 所 要 時 間 は 、 上 記 分 割 シ ー ル 部
及 び 背 シ ー ル 部 の 幅 、 長 さ 、 上 記 樹 脂 層 の 種 類 、 厚 さ 等 を 適 宜 設 定 す る こ と に よ り 調 節 可
能 で あ る た め 、 収 納 す る 液 体 系 食 材 や 乾 燥 系 食 材 の 種 類 や 量 等 を 考 慮 し て 決 め る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま た 、 上 記 包 装 袋 は 、 調 理 の 終 了 後 開 封 さ れ や す い よ う に 、 背 シ ー ル 部 、 端 部 シ ー ル 部 等
に 切 込 、 把 手 等 を 形 成 さ れ て い て も よ い 。
な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に お
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い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 実 施 例 に 基 づ き 本 発 明 を 詳 述 す る が 、 こ の 実 施 例 の 記 載 に 基 づ い て 本 発 明 が 限 定 的
に 解 釈 さ れ る べ き も の で は な い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
厚 さ １ ２ μ ｍ の ア ル ミ ナ 透 明 蒸 着 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト フ ィ ル ム 、 厚 さ １ ５ μ ｍ の
ナ イ ロ ン 、 厚 さ ５ ０ μ ｍ の 結 晶 性 ポ リ プ ロ ピ レ ン か ら な る ３ ２ ０ × １ ９ ０ ｍ ｍ の 積 層 体 を
、 結 晶 性 ポ リ プ ロ ピ レ ン を 内 面 に し て 折 り 重 ね ら れ て い る と と も に 、 幅 １ ０ ｍ ｍ の 背 シ ー
ル 部 、 幅 ２ ０ ｍ ｍ の 端 部 シ ー ル 部 及 び 幅 １ ０ ｍ ｍ の 分 割 シ ー ル 部 を ヒ ー ト シ ー ル さ れ る こ
と に よ り 、 乾 燥 キ ャ ベ ツ ９ ｇ と 調 理 済 乾 燥 ポ ー ク ２ ｇ と を 封 入 し た 第 １ 収 納 部 及 び 調 理 水
２ ５ ｇ （ 水 ９ ３ ． ５ 重 量 ％ 、 エ タ ノ ー ル ５ 重 量 ％ 、 食 塩 １ ． ５ 重 量 ％ ） を 封 入 し た 第 ２ 収
納 部 を 有 す る 、 外 寸 １ ９ ０ × １ ５ ０ ｍ ｍ の 包 装 袋 を 作 製 し た 。 こ の と き 、 包 装 袋 は 、 左 端
か ら ９ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 分 割 シ ー ル 部 、 左 端 か ら ７ ５ ｍ ｍ の 位 置 に 背 シ ー ル 部 、 上
端 及 び 下 端 か ら ２ ０ ｍ ｍ ま で に 端 部 シ ー ル 部 を 形 成 し 、 左 の 収 納 部 （ 乾 燥 系 食 材 収 納 部 ）
を 第 １ 収 納 部 、 右 の 収 納 部 （ 調 理 水 収 納 部 ） を 第 ２ 収 納 部 と し て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
皿 形 の 容 器 に 水 分 約 ６ ０ ％ の 生 タ イ プ 中 華 麺 （ や き そ ば ） ２ ０ ０ ｇ を 入 れ 、 調 味 料 を 中 華
麺 の 上 面 に か け て 紙 製 の ふ た を 載 せ 、 そ の 上 に 包 装 袋 を 背 シ ー ル 部 を 上 側 に し て 配 置 し て
、 ５ ０ ０ Ｗ の 電 子 レ ン ジ で 加 熱 し た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
そ の 結 果 、 ９ ０ 秒 後 調 理 水 が 沸 騰 を 開 始 し 、 第 ２ 収 納 部 が 膨 張 し 、 １ ２ ０ 秒 後 分 割 シ ー ル
部 の み が 破 損 し 開 放 さ れ た 。 そ し て さ ら に 、 包 装 袋 が 膨 張 し つ づ け て 分 割 シ ー ル 部 が 全 て
剥 離 し 、 第 １ 第 ２ 収 納 部 が 一 体 化 し た 。 さ ら に 、 包 装 袋 は 膨 張 し 、 包 装 袋 全 体 が 球 状 に 膨
れ 、 こ の た め 、 乾 燥 キ ャ ベ ツ と 調 理 済 乾 燥 ポ ー ク と 調 理 水 と が 下 面 中 央 に 集 ま り 、 復 元 を
開 始 し た 。 １ ５ ０ 秒 後 背 シ ー ル 部 の み が 破 損 し 開 放 さ れ 、 蒸 気 が 抜 け た が 、 包 装 袋 は 下 面
を 半 球 面 状 に 保 っ た ま ま 調 理 を 完 了 す る ６ ０ 秒 間 維 持 さ れ 、 乾 燥 キ ャ ベ ツ と 調 理 済 乾 燥 ポ
ー ク と は 調 理 水 の 全 量 を 吸 収 し 、 完 全 に 復 元 調 理 さ れ た 。 し た が っ て 、 電 子 レ ン ジ の 加 熱
開 始 か ら ２ １ ０ 秒 後 電 子 レ ン ジ か ら 取 り 出 し た が 、 乾 燥 キ ャ ベ ツ と 調 理 済 乾 燥 ポ ー ク と を
充 分 に 復 元 し 、 一 緒 に 電 子 レ ン ジ 加 熱 し た 生 タ イ プ 中 華 麺 に 混 ぜ て 食 し た が 食 味 も 良 好 で
あ っ た 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 乾 燥 系 食 材 と 液 体 系 食 材 と が 別 々 に 密 封 状 態 で 保
存 で き 、 ま た 、 例 え ば 野 菜 の よ う な 水 分 を 含 む 食 品 を 、 凍 結 乾 燥 野 菜 と 水 と に 分 け て 保 存
す る こ と も で き る 。 そ し て 、 電 子 レ ン ジ で の 加 熱 の 過 程 で 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に
よ る 内 圧 の 上 昇 に よ っ て 、 分 割 シ ー ル 部 を 破 損 さ せ て 食 材 を 混 合 さ せ る の で 、 食 材 を 混 合
す る 手 間 な し に 加 熱 調 理 や 乾 燥 系 食 材 の 復 元 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 混 合 食 材 か ら
発 生 し た 蒸 気 に よ っ て 背 シ ー ル 部 が 破 損 し 、 包 装 袋 の 内 圧 を 減 少 さ せ る こ と が で き る の で
、 包 装 袋 の 不 測 の 破 裂 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
こ の と き 、 背 シ ー ル 部 を 有 す る 収 納 部 以 外 の 収 納 部 に 液 体 系 食 材 が 封 入 さ れ 、 分 割 シ ー ル
部 を 背 シ ー ル 部 と が 重 な ら な い 位 置 に 形 成 し て い る の で 、 液 体 系 食 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 に
よ っ て 内 圧 が 上 昇 す る と 、 ま ず 始 め に 必 ず 分 割 シ ー ル 部 が 破 損 し 、 液 体 系 食 材 と 乾 燥 系 食
材 が 混 合 さ れ る 。 ま た 、 液 体 系 食 材 と 乾 燥 系 食 材 が 混 合 さ れ た 後 は 、 背 シ ー ル 部 が 平 面 視
で 包 装 袋 の 略 中 央 に 形 成 さ れ て い る の で 、 包 装 袋 に 異 常 な 変 形 等 を 起 こ さ ず に 、 内 容 物 が
こ ぼ れ る こ と な く 、 略 中 央 の 背 シ ー ル 部 か ら 蒸 気 を 逃 が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
ま た 、 全 て の シ ー ル 部 を ヒ ー ト シ ー ル す る こ と の み で 包 装 袋 を 作 製 す る こ と が で き る の で
、 容 易 に 低 コ ス ト で 製 造 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 包 装 袋 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 包 装 袋 の 実 施 形 態 の 他 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 包 装 袋 を 用 い た 加 熱 調 理 ・ 復 元 方 法 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 包 装 袋 の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 包 装 袋 の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 ２ １ 　 背 シ ー ル 部
２ 、 ２ ２ 　 端 部 シ ー ル 部
３ 、 ２ ３ 　 分 割 シ ー ル 部
４ 、 ５ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 、 ２ ７ 　 収 納 部
６ 、 ２ ６ 　 積 層 体
１ ０ 、 ２ ０ 　 包 装 袋
１ ５ 、 １ ６ 　 弁 体
２ ８ 　 外 側 コ ー ナ ー 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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